
理事長 鹿児島県知事 三反園 訓

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

会員の皆様には、健やかに新年をお迎えのことと、お慶び申し上げます。
本格的な人口減少や少子高齢化の進行など、我が国が多くの課題に直面す

る中、当協会においては、県や関係団体等と連携して、本県特産品の販路拡大
や開発支援に積極的に取り組んでおります。
昨年は、元号が「平成」から『令和』へと改元され、新しい時代の幕開けとなりま

した。鹿児島県では、全国高等学校総合体育大会「感動は無限大 南部九州
総体2019」や第40回霧島国際音楽祭の開催など様々なイベントが開催され、多
くの方々に本県にお越しいただいており、全国に向けて鹿児島の多彩な魅力を発
信できたものと考えております。
今年は、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」・第20回全国障害

者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」が開催されるとともに、奄美大島・徳
之島の世界自然遺産の登録が期待されており、ますます鹿児島県が注目される
年となります。
このような中、地域経済の一翼を担う特産品産業の振興のため、更なる取組を

加速させていく必要があります。鹿児島県には、多彩な農林水産物やそれらを活
用した加工食品、豊かな自然や伝統の技から生み出される特色ある工芸品など、
世界へ誇れる特産品が豊富にあります。

今後とも、皆様と一体となって、本県特産品のブランド力
を高め、より戦略的な販売強化に取り組み、「輝く鹿児島」
「新しい力強い鹿児島」を目指してまいりますので、会員の
皆様には、より一層の御支援・御協力をお願い申し上げます
とともに、本年が皆様にとって素晴らしい年となりますことを
心から祈念申し上げます。
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“安心・安全な食品の創出”をサポートします
～新しい年を迎えて（2020年）～

新年明けましておめでとうございます。

鹿児島県特産品協会会員の皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

公益社団法人鹿児島県薬剤師会試験センターは、公益性の高い検査機関として、医薬品検査をはじ

め、食品検査、水質検査、貯水槽水道検査、温泉水検査、環境検査、微生物検査のほか、公衆衛生の

普及・向上、県民の生活環境等の改善に関する調査研究等を実施しております。

今般、鹿児島県特産品協会の賛助会員として入会させていただきました。今後、当協会の事業及び

会員の皆様の事業活動を検査機関の立場で支援して参りたいと思っておりますので、よろしくお願い

申し上げます。

さて、皆様の食品分野については、2015年4月に改正食品表示法が成立し、食品表示のルールが変

更され、5年間の猶予期間を経て今年4月から施行されます。また2019年6月には改正食品衛生法が成

立し、食品事業者にHACCPによる衛生管理が義務化され、今年6月から施行されます。

このような中、今回は新食品表示法の概要についてご紹介いたしますので、参考にしていただきた

いと思います。

今回の改正では、食品を摂取する際の安全性及び一般消費者の自主的かつ合理的な食品選択の機会

を確保する観点から、これまでの食品衛生法、JAS法及び健康増進法の食品表示に関する規定を統合

し消費者に分かりやすいものとなりました。主な変更点として、原則、全ての消費者向けの加工食品

及び添加物には「栄養成分表示」が義務化され、添加物・アレルギー表示に係るルール変更、原材料

名表示等に係るルール等の改善、新たな機能性表示制度の創設などがあります。特に、皆様に関係す

るものとしては、栄養成分分析に基づく栄養成分表示の記載方法が挙げられます。「熱量、たんぱく

質、脂質、炭水化物、食塩相当量」の項目は、この順番どおりの表示が必須になりました。表示する

値を得る方法として分析値に加えて計算値、参照値又はこれらの併用値を用いることができますが、

表示された含有量に合理的な根拠が必要になりますので、表示基準に沿った適切な表示を行うために

も、理論値ではなく、実際の分析値に基づいた栄養成分表示が必要となります。

経過措置期間が間もなく終了

いたします。栄養成分分析や包

材の製造、印刷業者が込み合い、

通常よりも納期に時間がかかる

ことも予想されます。食品表示

法の詳細については国又は県・

市保健所へ、栄養成分分析につ

いては当試験センターにお問い

合わせいただき、早めに対応さ

れることをお勧めいたします。

当試験センターにおきましては、皆様と一緒になって鹿児島県の豊富な資源・食材を活かした安

心・安全な食品の創出に取り組んで参りたいと存じます。

結びに、今年は、かごしま国体、56年ぶりとなる東京オリンピック・パラリンピックが開催される

記念すべき年であります。皆様にとって記憶に残る幸せな年でありますよう、また、鹿児島県特産品

協会並びに会員の皆様の益々のご繁栄を祈念いたしまして新年のご挨拶といたします。

２

公益社団法人鹿児島県薬剤師会 試験センター
所長 米澤 守光氏

1949年鹿児島県大島郡喜界町生まれ。
明治薬科大学卒業、薬剤師免許取得、鹿児島県に奉職、県衛生研究所、県病院及び
保健所勤務後、県保健福祉部参事兼薬務課長、日本赤十字社鹿児島県赤十字血液
センター事業部長を経て、2016年より現職。



ご当地カラーで特産品に付加価値を！

「かごんまの色」活用のすすめ

令和２年の新春を迎え、心よりお慶び申し上げます。
少し前になりますが、新元号に変わる頃、日本流行色協会は「令和 慶祝カラー」を発表しました。

「令和」が万葉集の梅花の歌をもとに選ばれたことから、「梅」「菫」「桜」の３色が決定され、
ファッションや雑貨、飲食など様々な領域で取り入れられました。雅で美しい３色を通じて新しい時
代の慶びを日本全国で分かち合ったことは、皆様の記憶に残っているかもしれません。
このように、色はその地域の歴史、文化、風土、さらには私たちのアイデンティティーや未来へ向

けた願いなどと深くつながっており、その色が様々な領域の事物に活用され、繰り返し人々の目に触
れることで、特定のメッセージを人々と共有することができます。そして、その色を通じて醸成され
る愛着や誇りにより、事物に対する人々の消費行動が喚起され、それがさらに人々の目に触れ、愛着
や誇りを強化し…という正循環を生み出すシステムになりうると考えられます。言い換えれば、色は
ブランディングの要と考えることができます。
地域のブランド力向上に資するような「ご当地カラー」を開発できないだろうか？
そのような思いから、鹿児島大学 環境色彩学研究会は平成28年に鹿児島県らしい色の研究を始め、

地域資源の選定、測色及び印象調査、色の選定、使い方の検討、実際の商品開発を経て、地域の方々
と対話を重ねながら４年をかけて「かごんまの色」を策定しました。
現在、「かごんまの色」では18色を公開しています。これは総選挙（住民投票）で明らかになった

上位色をもとに選定したものです。各色には鹿児島県の特産品、景観、方言や願いなどに由来したオ
リジナル名、カラーストーリーとともに、様々な創作物への活用を可能とするため、複数種類の色彩
値情報を付しています。
加えて、「かごんまの色」のロゴを作成しました。モチーフは、鹿児島

県の代表的な特産品である薩摩切子や竹細工としました。18色の配置は、
円環状に並べたときの色の順番や、鹿児島県のシンボルとも言える桜島の
地名などの位置関係、鹿児島県でも古くから取り入れられてきた風水の考
え方からヒントを得ています。
「かごんまの色」は、これまでに県内の複数の事業者様によりポスター、

パンフレット、ウェブサイト、バッグなどに活用されています。このうち、亀﨑染工（有）との共同
研究によって完成した「あづまバッグ」は、「2019かごしまの新特産品コンクール（工芸・生活用品
部門）」で鹿児島県知事賞を受賞しました。亀﨑染工（有）が有する卓越した技術力や意匠力は言う
までもありませんが、開発に際し、本研究成果が「鹿児島県らしさ」の創出に少しは寄与したのでは
ないかと推測しています。
「かごんまの色」は、鹿児島県の皆様の共有の財産として使ってい

ただくことを想定し、利用規定の範囲内であれば、個人、法人、商用
、非商用問わず、無料で利用可能としています。今後も、皆様からの
ご意見も引き続き取り入れ、さらに使いやすいカラーセットにしてい
きたいと考えています。
特産品業界の皆様、地域共創による「かごんまの色」をぜひご活用

ください。「かごんまの色」が、これからの時代に羽ばたく特産品に
「鹿児島県らしさ」の方向性を指し示す、羅針盤のような存在になれ
ば幸いです。詳しくはhttps://www.krcc.kagoshima-u.ac.jp/article/kagonmanoiro2019/ご参照

３

鹿児島大学 産学・地域共創センター 連携推進部門 COC＋グループ
特任助教／学生支援コーディネーター 牧野暁世（まきの あきよ）氏

2013年 名古屋大学大学院環境学研究科 社会環境学専攻 博士課程後期課程単位取得満期退学
2013年 岐阜県で共同研究者と地域ブランディングを行う合同会社を設立。
2015年 景観アドバイザー（愛知県豊田市）。国道沿いの景観や大規模建造物の色彩アドバイスを行う。
2016年～現職。地方創生に向けた学卒者の地元定着支援を行う傍ら、「鹿児島大学環境色彩学研究会」を

立ち上げ、地域資源色を活用した地域ブランディングの研究を鹿児島県で開始。



～中国への本県産品輸出の現状と可能性について～

上海代表処首席代表 伊瀬知 強

中国の変化のスピードは日本よりもはるかに速いです。いざ決定されるやスピー
ディに物事が進み、圧倒的な人口を背景に大きなブームが起こる可能性もあります。
その分、競争が激しく、入れ替わりも速い。消費行動も旺盛で、プチ贅沢、安心・安
全消費、コト消費などが最近のトレンドになっています。
2018年の中国人訪日客数は838万人（第１位、対前年比13.9％増）で、訪日時に食

べた日本食を帰国後も食べたいと考える中国人は多く、また、中国国内の日本食レス
トランは2017年に４万店以上に急増しており、今後さらに日本食の裾野が広がる可能
性があります。
日本から中国へ輸出される農林水産物・食品を見ると、2018年輸出額上位品目は、

ホタテ貝、丸太、植木等、アルコール飲料、清涼飲料水の順になっています。最近は
アルコール飲料の伸びが顕著で、これは日本酒やウィスキーの輸出額増加が主要因で
す。日本食ブームの影響で日本酒の輸出額は2018年に対前年比35％増となっています。
一方、遺憾ながら、焼酎は1.6％の減です。
輸出されている本県産品は、調味料、加工品、飲

料、水産物などです（図表参照）。農畜産県である
本県にとっては歯がゆいのですが、中国当局の厳し
い規制により、日本からの牛肉や豚肉、野菜等は輸
出できない状況です。
本県産品に限りませんが、中国における店舗販売

の場合、「販売している≠普及している」と言われ
るとおり、かなり厳しい現実があります。普及しない原因として、価格が高い、使い
方が分からない、違いが分からない、の３点が挙げられます。安価なローカル商品で
代用可能なら、そちらを購入するわけです。物産展やフェアなどあらゆる機会を捉え、

試飲・試食などを地道に繰り返し、違いは何かを明確にしていく必要があります。
なお、11月には中国最大規模の「第２回中国国際輸入博」が上海市内で開催され、

本県からも焼酎、乾麺、水産物の７企業が参加されています。上海市内だけで日本食
レストランは３千店舗以上あり、飲食店で使ってもらうのは有益です。
前述のとおり、日本酒は中国でも消費量が拡大していますが、焼酎は苦戦していま

す。芋焼酎の香りや味がまだ中国人に受け入れられていないことと、もともと中国文
化にない「お湯割り」「水割り」などの飲み方が理解されないことが原因と聞きます。
鮮魚についても日本人とは味覚が異なり、白身魚はあまり人気がありません。脂の

のったサーモンが一番人気です。
一方、高価だが中国人オーナーに気に入られ、

中華料理チェーン店で採用されている調味料など

もあると聞きます。
最近のトピックとして、先日12月19日付で中国

政府機関から日本産牛肉の輸入を一部解禁すると
通知がありました。日本一の本県産和牛が中国の
飲食店やスーパーなどに並ぶ日が待ち遠しく感じ
られます。
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中国で流通している主な県産品

分 野 品 目

調味料
醤油、ポン酢、みそ、ゴマ油、
黒酢、黒砂糖、めんつゆ

加工品 乾麺、納豆、菓子

飲料
焼酎、リキュール、ウィス
キー、水

水産物 ブリ、キビナゴ加工品
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ど
の
要
望
が
あ
る

な
ど
、
日
本
の
食
や
食
文
化
へ
の
興
味
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
た
。

本
県
か
ら
の
出
展
者
に
は
、
現
地
飲
食
店
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
の
商
談
・
サ
ン
プ
ル
の
要
望
の
ほ

か
、
一
般
消
費
者
か
ら
の
販
売
場
所
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
、
現
地
商
社
等
と
の
情

報
交
換
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
今
回
は
併
せ
て
現
地
の
日
本
産
農
林

水
産
物
の
輸
出
状
況
等
の
調
査
の
た
め
、
同
市

内
の
百
貨
店
や
量
販
店
、
有
機
食
品
専
門
店
、

飲
食
店
等
の
視
察
も
行
っ
た
。

本
県
産
茶
、
焼
酎
、
他
県
産
の
菓
子
や
飲

料
、
レ
ト
ル
ト
商
品
な
ど
多
く
の
日
本
食
品

が
日
本
で
の
販
売
価
格
の
２
～
３
倍
の
価
格

で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
日
本
製
品
を
主
と
し
て
取
扱
う

店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

店
舗
か
ら
の
情
報
で
は
、
現
地
の
お
客
様
が

購
入
さ
れ
る
機
会
は
多
く
な
い
と
の
こ
と
で
、

今
後
の
認
知
度
向
上
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

今
後
は
、
年
明
け
に
現
地
の
パ
リ
・
日
本

交
流
協
会
に
日
本
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
運
営
会
社

や
現
地
商
社
等
と
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
継
続
的
に
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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「
２
０
１
９
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
商
品
決
定
！

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
売
れ
る

商
品
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
「
２
０
１
９
か
ご

し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
令
和
元
年
10
月

８
日
（
火
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
〔
主
催

か

ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
構

成
員

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
・
当
協
会
）
〕

今
回
、
食
品
部
門
１
０
３
品
目
、
工
芸
・
生
活
用

品
部
門
35
品
目
の
合
計
１
３
８
品
目
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
既
に
入
賞
商
品
の
多
く
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
受
賞
者
か
ら
は
、
「
入
賞
が
販
路
拡

大
の
追
い
風
に
な
り
、
商
品
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
て
い
る
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
バ

イ
ヤ
ー
を
招
へ
い
し
た
こ
と
や
、
個
別
商
談
会
も
設

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
積
依
頼
の
他
に
、
商
品
の

Ｐ
Ｒ
方
法
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
企
業
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

当
協
会
が
招
へ
い
し
た
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
多
数
見

積
依
頼
が
来
て
お
り
、
現
在
商
談
中
で
す
。

今
後
も
、
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
実

行
委
員
会
で
は
、
皆
様
の
商
品
の
販
路
拡
大
、
モ
ノ

づ
く
り
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

【
出
品
者
・
入
賞
者
の
声
】

・
１
０
０
％
の
仕
上
が
り
と
思
っ
て
出
品
し
た
商
品

で
あ
っ
た
が
、
県
外
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
か
ら
「
外
見

で
商
品
が
見
え
な
い
の
で
、
せ
っ
か
く
だ
っ
た
ら

見
え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
変
更
し
た
方
が
良
い
」
な

ど
の
指
摘
を
受
け
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

・
他
の
出
品
者
と
の
交
流
の
機
会
と
な
っ
た
。

・
出
品
す
る
こ
と
自
体
が
、
新
商
品
開
発
の
意
欲
向

上
に
繋
が
っ
た
。

【
審
査
員
の
評
価
】

・
海
外
へ
の
輸
出
を
目
的
と
し
て
い
る
商
品
が
あ
り
、

ま
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
持
っ
て
お
り
良
か
っ
た
。

・
大
き
さ
や
サ
イ
ズ
感
な
ど
、
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し

い
。
完
成
度
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
商
品
も
多

か
っ
た
。

・
鹿
児
島
の
持
つ
素
材
の
多
様
性
、

そ
れ
ら
を
商

品
に
落
と
し
込
む
技
術
の
高
さ
を
再
認
識
す
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
。

・
昨
年
に
比
べ
て
商
品
に
高
級
感
を
加
え
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
が
明
確
に
な
っ
て
い
た
。

【
審
査
風
景
】

【
入
賞
商
品
】

○
食
品
部
門

○
工
芸
・
生
活
用
品
部
門

※

入
賞
商
品
の
詳
細
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

販
路
拡
大
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す



会員紹介

食肉文化の本場ヨーロッパの伝承技術と
鹿児島県特産品をマッチング

南州農場株式会社 営業部 林 千博氏

１９７６年に鹿児島県南大隅町（旧佐多町）にて地元生産者４名と豚２０頭から事業開始した『南州
農場株式会社』。今では、関連会社含めた４社で生産から加工、食肉販売・飲食店経営まで手掛ける六
次産業化と消費者に供給体制・生産体制を公開し、作る人の顔が見える「一貫経営体制」をこだわり抜
く企業だ。
昨年１０月に開催した「２０１９かごしまの新特産品コンクール」にて「黒毛和牛熟成生ハム」が鹿

児島県知事賞を受賞された。この商品開発に関わったのが、営業部の林氏。開発経緯は、当社では黒豚
の加工品製造がメインであったが「せっかく鹿児島県産黒毛和牛も生産しているのに…」という想いか
ら、元々あった「黒豚２年熟成生ハム」からヒントを得て、３ヶ月という短期熟成で試作した事が始ま
りだった。わずか半年で他に改善点が見当たらないぐらいに仕上がり、社内でも非常に好評だ。製造方
法もハム・ソーセージの本場ヨーロッパと同様の技術を駆使し、県内の天然塩で仕上げた。本場とどう
しても違うのは気候・風土。これを補うのは、ヨーロッパから取り寄せた設備の導入と「ドイツ食肉マ
イスター資格」を持つ小林良子氏だ。この商品は、様々な条件と小林氏の存在がなければできなかった
商品だという。
また、上記コンクールでは審査員、バイヤーからパッケージの改善点など率直な意見・アドバイスを

いただいたとのこと。林氏は「バイヤーの意見は、お客様の声を代弁している。コンクールは、そのよ
うな声をダイレクトに聞ける貴重な場だ。早急に改善し、もっと商品のレパートリーを増やしていきた
い。」と意気込む。
既に次の新商品を開発中であり、海外輸出にも積極的だ。輸出には一定の規制や厳しい検査がある為、

一企業が輸出の仕組みや知識全てを網羅するのは非常に難しくアドバイスが欲しいという要望もあった
ため、今後、当協会としても企業が持つ課題を各関係団体と連携して支援していければと考えている。

ふるさと特産運動推進指導員奮闘記

HACCP（ハサップ）の研修会等に参加して、
食品の衛生管理計画作成や実践に当たり取組内容を確認しましょう

ふるさと特産運動推進指導員 食品担当 稲森 龍平

新春のお慶びを申し上げます。本年も昨年同様どうぞ宜しくお願い致します。
さて、飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止することを目的とする食品衛生法が平成30年
６月に一部改正され、原則として全ての食品等事業者にHACCP（ハサップ）に沿った衛生管理に
取り組んで頂くことが義務化されます。
HACCPとは、食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物購入等の危害要因（ハザード）を把握し

た上で、原材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減
させるために特に重要な工程を管理し、製品の安全性を確保しようする衛生管理の手法です。
この取り組みに当たりまして、食品関係団体が作成した業種別手引書について厚生労働省ホー
ムページに掲載され、各種講習会も開催されています。まだ対応しておられない事業者の皆様
は是非講習会にご参加され、取組内容を把握しましょう。
なお、HACCPに沿った衛生管理は、認証や承認の制度ではありません。事業者の実施状況につ

いては、保健所等が営業許可の更新時や通常の定期立入検査等の際に、HACCP７原則の考え方に
基づいて衛生管理計画の作成や実践がなされているか監視指導が行われる仕組みになります。
なお、ご不明な点は、お近くの保健所までお問合せください。

７



ここでしか聞けない「実務に役立つビジネス講座」開催のご案内

当協会では、売り場での陳列、競合商品との差別化やキャッチコピーの在り方など様々な観点か
らのパッケージデザインの制作における着眼点や社内業務をWebポータル化することで業務効率を上
げて経費を削減するデジタルワークプレイスについて学ぶセミナーを開催いたします。受講ご希望
の方は、鹿児島県特産品協会へFAXまたは郵送にて直接お申込みください。

日 時：令和２年２月５日（水） １４：００～１６：００
会 場：鹿児島サンロイヤルホテル 高隈の間
定 員：１００人
入場料：３，３００円（税込）
演 題：「パッケージデザインの考え方・事例紹介」

「デジタルワークプレイス構築による働き方改革」

講 師：並木 幸太 氏（株式会社オキシゲンデザイン 代表）

（プロフィール）
商品パッケージ・WEBデザインから、雑誌の企画編集まで行う。百貨店、スーパー催事の商品
パッケージデザイン企画実績多数、羽田空港フリーペーパーや有名アーティストの会報誌や

ＣＤジャケットのデザインを手がける。

＜お問合わせ・お申込先＞
（公社）鹿児島県特産品協会 ブランド支援センター

TEL：099-223-9177 FAX：099-227-0768
※詳細および出品申込書は、鹿児島県特産品協会ホームページよりダウンロードできます。

協会インフォメーション

発行者／（公社）鹿児島県特産品協会 発行日／令和２年１月６日発行通巻４８号
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鹿
児
島
県
特
産
品
協
会

事
業
部
企
画
開
発
課

（
ブ
ラ
ン
ド
支
援
セ
ン
タ
ー
）
紹
介

企
画
開
発
課
で
は
、
①
新
商
品
開
発
に
関
連
す
る
相
談
対

応
（
原
材
料
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
品
質
表
示
等
）
や
販
路
開
拓

支
援
、
②
研
修
会
の
開
催
や
市
町
村
・
団
体
等
が
開
催
さ
れ

る
研
修
会
等
へ
の
専
門
家
派
遣
、
③
消
費
者
や
バ
イ
ヤ
ー
等

の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
収
集
す
る
た
め
テ
ス
ト
販
売
・
商

談
会
の
開
催
、
④
東
京
店
の
工
芸
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
物
産
展

会
場
等
を
活
用
し
た
工
芸
品
の
販
路
開
拓
及
び
情
報
発
信
、

⑤
国
内
外
の
市
場
動
向
や
商
談
会
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
特
筆
す
る
事
業
と
し
て
は
、
毎
年
１
０
月
に
鹿

児
島
県
・
鹿
児
島
市
と
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
「
か
ご

し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年

で
１
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
多
く
の
方
に
ご
出
品

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
入
賞
者
の
中
に
は
新
規
取
引
先
が

増
え
、
販
売
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
こ
ろ
や
県
外
百
貨
店

等
か
ら
の
引
き
合
い
が
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
約
３
０
名
招
聘
し
て
お
り
、

販
路
が
拡
が
っ
た
出
品
者
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

当
課
に
は
、
ふ
る
さ
と
特
産
運
動
推
進
指
導
員
が
２
名
常

駐
し
て
お
り
、
巡
回
指
導
・
助
言
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

商
品
開
発
時
な
ど
で
何
か
お
困
り

の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

前
列
左
よ
り
、
惠
原

要
、
稲
森
龍
平

後
列
左
よ
り
、

木
下
和
代
、
津
田

知
久
、
池
田

聡
司


